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守
山
警
察
署
管
内
で
は
こ

と
し
に
入
り
、
自
動
車
盗
が

十
件
（
五
月
末
暫
定
値
）
発

生
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
愛

知
県
全
体
の
自
動
車
盗
・
月

別
発
生
状
況
を
見
る
と
、
夏

以
降
に
増
加
し
て
お
り
、
こ

と
し
も
夏
か
ら
の
被
害
増
加

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

〈
い
ま
す
ぐ
対
策
を
し
ま

し
ょ
う
！
〉

　

▽
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は

必
ず
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き

ま
し
ょ
う
。
ま
た
ド
ア
は
施

錠
し
、
窓
は
完
全
に
閉
め
ま

し
ょ
う
。

　

▽
照
明
設
備
が
整
っ
て
い

る
明
る
く
管
理
さ
れ
た
駐
車

場
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

▽
鍵
は
、
ス
ペ
ア
キ
ー
も

含
め
て
電
波
を
減
衰
さ
せ
る

ブ
リ
キ
な
ど
の
容
器
で
保
管

し
、
玄
関
先
に
安
易
に
置
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

▽
ハ
ン
ド
ル
固
定
装
置
や

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
盗
難
防

止
ね
じ
な
ど
、
複
数
の
盗
難

防
止
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　

◇　
　
　

◇

　

「
自
動
車
関
連
窃
盗 

情

報
報
奨
金
制
度
」
実
施
中

　

愛
知
県
警
察
に
提
供
さ

れ
た
自
動
車
関
連
窃
盗
な

ど
の
情
報
が
犯
人
検
挙
に

結
び
付
い
た
場
合
、
情
報

提
供
者
に
報
奨
金
一
万
円

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

不
審
者
・
不
審
車
を
見

た
ら
迷
わ
ず
１
１
０
番
!!

夏
か
ら
の「
自
動
車
盗
」発
生
に
注
意
！

　

清
水　

友
椰
く
ん
（
し
み
ず
・
と
も
や
）

２
０
１
９
・
４
・
30
生
ま
れ
＝
泉
が
丘
＝

　

▽
パ
パ
マ
マ
が
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た

ね
。
お
し
ゃ
べ
り
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
が

楽
し
み
だ
よ
！

　

西
村　

翠
紗
ち
ゃ
ん
（
に
し
む
ら
・
み

さ
）
２
０
１
９
・
８
・
６
生
ま
れ
＝
西
島
町

＝
　

▽
す
く
す
く
元
気
に
育
っ
て
ね
！

　

幸
村　

茉
奈
ち
ゃ
ん
（
ゆ
き
む
ら
・
ま

な
）
２
０
２
１
・
１
・
１
生
ま
れ
＝
新
城
＝

　

中
山　

怜
く
ん
（
な
か
や
ま
・
れ
い
）

２
０
２
１
・
４
・
10
生
ま
れ
＝
幸
心
１
＝

　

▽
優
し
く
て
強
い
男
の
子
に
な
〜
れ
！

　

本
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
く

れ
る
お
子
さ
ん
（
応
募
時
点
で

二
歳
未
満
の
方
）
を
引
き
続
き

募
集
し
て
い
ま
す
。
さ
さ
や
か

な
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

　

応
募
は
メ
ー
ル
、
ま
た
は
郵

送
で
。
メ
ー
ル
は
件
名
に
「
元

気
く
ん
・
ち
ゃ
ん
」
、
本
文
に

①
住
所
②
氏
名
・
ふ
り
が
な
③

性
別
④
生
年
月
日
⑤
保
護
者
名

⑥
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
携
帯
の
絵
文

字
は
使
用
不
可
）
⑦
電
話
番
号

⑧
お
近
く
の
中
日
新
聞
販
売
店

名
、
本
人
一
人
で
写
っ
て
い
る

写
真
デ
ー
タ
を
添
付
し
て
＝m-

homenews@gctv.ne.jp

＝

へ
。

　

郵
送
は
写
真
（
返
却
は
い
た

し
ま
せ
ん
）
の
ほ
か
、
別
紙
に

①
か
ら
⑧
を
明
記
し
て
、
〒
４

６
３
―
０
０
０
７
、
松
坂
町
３

５
２
、
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス

「
元
気
く
ん
・
ち
ゃ
ん
」
係

へ
。

　

画
質
に
よ
っ
て
は
掲
載
で
き

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

受
け
付
け
順
に　
　
　
　
　
　

　

全
て
の
方
を
紹
介
し
ま
す
！

応
募
方
法
な
ど

　▽どんどん、すくすく元気に

育ってね！

　

応
募
い
た
だ
い
た
際
の
個

人
情
報
は
、
各
コ
ー
ナ
ー
掲

載
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
送
付
の
目

的
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
中
日
新
聞
販
売
店
が
お
届

け
し
ま
す
。

　

「
催
し
ガ
イ
ド
」
コ
ー
ナ
ー

ほ
か
で
紹
介
し
て
い
る
催
し
物

の
中
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
急
き
ょ
中
止
・

変
更
と
な
っ
た
も
の
が
含
ま
れ

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

お
出
掛
け
の
際
は
、
主
催
者

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
問
い
合
わ
せ

先
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

◇
リ
ア
ル
謎
解
き
ゲ
ー
ム

「
発
掘
さ
れ
し
古
文
書
」

　

17
日
（
土
）
―
10
月
31
日

（
日
）
ま
で
、
前
９
―
後
５

（
受
付
時
間
は
後
４
ま
で
）
、

体
感
！
し
だ
み
古
墳
群
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
☎
０
５
２
（
７
３
９
）

０
５
２
０
。
同
館
展
示
室
や
勝

手
塚
古
墳
な
ど
を
巡
り
、
謎
を

解
い
て
い
く
ゲ
ー
ム
。
毎
週
月

曜
休
館
（
祝
日
の
場
合
は
翌
平

日
）
。
参
加
費
五
百
円
（
別
途
、

展
示
室
入
場
料
二
百
円
要
。
中

学
生
以
下
は
入
場
無
料
）
。
※

そ
の
日
の
う
ち
に
終
わ
ら
な
く

て
も
、
開
催
期
間
中
で
解
答
シ

ー
ト
が
あ
れ
ば
再
挑
戦
可
（
展

示
室
に
再
び
入
る
場
合
は
入
場

料
要
、
中
学
生
以
下
無
料
）

　

◇
ミ
ツ
バ
チ
展

　

20
日
（
火
）
―
８
月
１
日

（
日
）
、
前
９
―
後
３
・
30

（
閉
園
時
間
は
後
４
・
30
）
、

東
谷
山
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
☎
０

５
２
（
７
３
６
）
３
３
４
４
。

ミ
ツ
バ
チ
の
生
態
や
養
蜂
の
歴

史
と
い
っ
た
情
報
、
採
蜜
の
道

具
な
ど
を
展
示
。
※
26
日
（
月
）

は
休
園
。
一
般
対
象
。
無
料

　

◇
野
の
花
め
ぐ
り
「
サ
ギ
ソ

ウ
・
ト
ウ
カ
イ
コ
モ
ウ
セ
ン
ゴ

ケ
」

　

28
日
（
水
）
前
10
―
正
午
、

森
林
公
園
＝
尾
張
旭
市
新
居
五

一
八
二
ノ
一
＝
植
物
園
内
展
示

館
前
集
合
☎
０
５
６
１
（
53
）

１
５
５
１
。
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
案
内
と
解
説
で
、
園
内

に
自
生
す
る
花
な
ど
を
観
賞
。

一
般
対
象
。
当
日
受
け
付
け
、

雨
天
決
行
。
無
料
（
た
だ
し
、

植
物
園
入
園
料
と
し
て
大
人
一

人
二
百
二
十
円
要
）

　

◇
世
界
を
身
近
に
感
じ
よ
う

　

８
月
５
日
（
木
）
①
前
10
・

30
―
11
・
30
＝
乳
幼
児
と
そ
の

保
護
者
対
象
②
後
２
―
３
＝
小

中
高
生
対
象
、
守
山
児
童
館
☎

０
５
２
（
７
９
６
）
１
５
０
１
。

手
遊
び
や
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
な
ど
で

楽
し
く
遊
び
、
い
ろ
い
ろ
な
国

の
言
語
と
文
化
に
親
し
む
催

し
。
無
料

　

◇
心
配
ご
と
相
談
所

　

毎
週
木
曜
日
（
祝
日
は
除

く
）
、
後
１
―
４
、
守
山
区
社

会
福
祉
協
議
会
☎
０
５
２
（
７

５
８
）
２
０
１
１
。
心
配
ご
と

や
困
り
ご
と
の
相
談
を
受
け
付

け
。
第
二
・
四
木
曜
日
は
人
権

擁
護
・
行
政
相
談
も
。
※
事
前

予
約
や
電
話
相
談
は
不
可
。
一

般
対
象
。
無
料

　

◇
カ
リ
ス
マ
書
店
員
が
教
え

る
！
思
わ
ず
立
ち
止
ま
る
Ｐ
Ｏ

Ｐ
！
の
つ
く
り
方

　

８
月
６
日
（
金
）
後
２
―
３

・
30
、
志
段
味
図
書
館
☎
０
５

２
（
７
３
６
）
６
９
０
７
。
草

叢
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｓ
の
川
口
諭
美
さ

ん
が
講
師
を
務
め
、
出
来
上
が

っ
た
Ｐ
Ｏ
Ｐ
は
同
館
の
書
架
で

紹
介
。
※
申
し
込
み
は
７
月
30

日
（
金
）
前
９
・
30
―
、
同
館

の
窓
口
ま
た
は
電
話
で
受
け
付

け
。
一
般
対
象
（
子
ど
も
同
伴

可
）
、
先
着
十
二
人
。
無
料

　

◇
図
書
館
で
宿
題
お
う
え
ん

「
親
子
孫
で　

た
の
し
い
大
道

仮
説
実
験
ど
っ
か
〜
ん
！
」

　

８
月
18
日
（
水
）
前
10
―
正

午
、
守
山
図
書
館
☎
０
５
２

（
７
９
３
）
６
２
８
８
。
講
師

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
楽
知
ん
研
究
所
・
代

表
理
事
の
宮
地
祐
司
さ
ん
。
※

申
し
込
み
は
７
月
28
日
（
水
）

前
10
・
30
―
、
同
館
の
窓
口
ま

た
は
電
話
で
受
け
付
け
。
小
学

生
と
そ
の
保
護
者
対
象
（
子
ど

も
の
み
の
参
加
不
可
）
、
先
着

七
組
。
材
料
費
（
一
セ
ッ
ト
当

た
り
）
三
百
三
十
円

　

◇
プ
レ
ー
パ
ー
ク　

Ｉ
Ｎ　

小
幡
緑
地　

本
園

　

８
月
19
日
（
木
）
後
３
―

５
、
小
幡
緑
地
本
園
芝
生
広
場

Ａ
。
※
問
い
合
わ
せ
は
同
緑
地

管
理
事
務
所
☎
０
５
２
（
７
９

１
）
９
４
９
２
へ
。
「
小
幡
緑

地
冒
険
遊
び
場
の
会
」
に
よ

る
、
自
分
で
考
え
て
自
由
に
遊

ぶ
催
し
。
雨
天
中
止
。
小
学
生

対
象
、
参
加
時
に
は
マ
ス
ク
を

着
用
と
の
こ
と
。
無
料

　

◇
公
開
講
座
「
必
ず
く
る
震

災
を
乗
り
越
え
る
た
め
本
音
を

語
り
本
気
で
実
践
す
る
」

　

８
月
24
日
（
火
）
前
10
―
正

午
、
守
山
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
２
（
７
９
１
）
７
１
６

１
。
名
古
屋
大
学
減
災
連
携
研

究
セ
ン
タ
ー
・
教
授
の
福
和
伸

夫
さ
ん
が
講
師
に
な
り
、
最
新

の
知
識
な
ど
災
害
研
究
専
門
家

と
し
て
の
話
を
。
一
般
対
象
、

先
着
六
十
三
人
（
当
日
、
前
９

―
整
理
券
を
配
布
）
。
無
料

を
郵
送
か
窓
口
で
提
出
要
）
。

　

審
査
に
よ
り
、
最
優
秀
賞

（
一
点
、
一
万
円
相
当
の
賞
品

と
賞
状
）
を
は
じ
め
と
し
た
賞

を
贈
る
ほ
か
、
応
募
作
品
の
展

覧
会
を
来
年
三
月
以
降
に
区
役

所
な
ど
で
開
催
す
る
予
定
と
の

こ
と
。
問
い
合
わ
せ
は
同
係
＝

☎
０
５
２
（
７
９
６
）
４
５
２

４
＝
へ
。

　

東
谷
山
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
＝

上
志
段
味
東
谷
＝
は
、
八
月
下

旬
ま
で
の
水
曜
と
土
曜
に
恒
例

の
「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
収
穫
体

験
」
を
開
く
。
ま
と
ま
っ
た
収

穫
量
が
見
込
め
な
い
と
き
や
雨

天
な
ど
、
中
止
の
場
合
も
あ

り
。
一
般
対
象
。

　

園
内
で
育
て
ら
れ
て
い
る
十

品
種
以
上
の
中
か
ら
、
時
期
に

合
っ
た
も
の
を
収
穫
。
時
間
は

　

こ
と
し
も
魅
力
を
発
掘
―
。

「
守
山
区
魅
力
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
」
を
催
し
て
い
る
同
係
（
区

役
所
地
域
力
推
進
室
内
）
で

は
、
作
品
を
募
集
中
。
十
一
月

二
十
六
日
ま
で
受
け
付
け
る
。

　

本
年
度
の
テ
ー
マ
は
、
守
山

区
を
彩
る
「
植
物
」
「
動
物
」

「
建
物
・
乗
り
物
」
「
風
景
」

で
、
四
つ
の
中
か
ら
必
ず
一
つ

を
選
択
。
守
山
区
内
を
撮
影
、

ま
た
は
守
山
区
か
ら
撮
影
し
た

も
の
で
、
テ
ー
マ
に
即
し
て
い

れ
ば
被
写
体
は
自
由
。
一
人
一

点
、
誰
で
も
応
募
で
き
る
。

　

応
募
は
①
印
刷
し
た
写
真

（
Ａ
４
サ
イ
ズ
）
②
写
真
デ
ー

タ
（
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式
、
Ｃ
Ｄ
―

Ｒ
）
③
応
募
票
（
区
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
ほ
か
で
配
布
中
の
チ
ラ
シ

裏
面
）
を
同
係
へ
郵
送
か
メ
ー

ル
、
ま
た
は
窓
口
（
35
番
）
に

提
出
。

 

〈
郵
送
〉
〒

４
６
３
―
８
５

１
０
（
住
所
不

要
）
守
山
区
役

所
地
域
力
推
進

室
・
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
係

 

〈
メ
ー
ル
〉

a7964524@mor

iyama.city.n

agoya.lg.jp

（
写
真
デ
ー
タ

は
５
Ｍ
Ｂ
以

下
。
た
だ
し
、

印
刷
し
た
写
真

九
日
（
日
）
ま
で
開
催
。
園
内

の
果
樹
園
や
温
室
を
巡
り
な
が

ら
ク
イ
ズ
に
答
え
る
内
容
で
、

参
加
賞
も
あ
る
。
午
前
九
時
―

午
後
三
時
、
本
館
事
務
室
窓
口

で
受
け
付
け
。

　

収
穫
体
験
の
開
催
や
時
間
な

ど
、
問
い
合
わ
せ
は
東
谷
山
フ

ル
ー
ツ
パ
ー
ク
＝
☎
０
５
２

（
７
３
６
）
３
３
４
４
へ
、
ま

た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝h

t
t
p

s://www.fruitpark.org/

＝

で
。

日
に
よ
っ
て
異
な
り
（
事
前
確

認
要
）
、
当
日
に
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
園
で
申
し
込
み
を
受
け
付
け

る
。
車
い
す
で
も
参
加
可
。

　

な
く
な
り
次
第
終
了
、
料
金

は
採
っ
た
重
さ
で
決
ま
る
。
ま

た
八
月
ご
ろ
、
一
部
品
種
の
リ

ン
ゴ
や
ナ
シ
な
ど
で
収
穫
が
見

込
め
る
と
き
も
同
様
（
土
・
日

曜
、
祝
日
）
に
催
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
小
中
学
生
対
象

・
参
加
無
料
の
「
夏
休
み
ク
イ

ズ
ラ
リ
ー
」
を
、
七
月
二
十
二

日
（
木
・
祝
）
か
ら
八
月
二
十

お
知
ら
せ

ブルーベリー収穫体験
８月下旬まで 東谷山フルーツパークで

守
山
区
魅
力
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

守
山
区
を
彩
る
４
つ
の
テ
ー
マ
で
作
品
募
集
中

11月26日
まで受付

令和２年度コンテスト・最優秀賞
「梅雨のひととき」絹川春菜さん

どれがおいしいかな―以前の
「ブルーベリー収穫体験」

ミ
ツ
バ
チ
に
つ
い
て
い
ろ

い
ろ
学
べ
る
（
以
前
）

自
分
で
考
え
て
自
由
に
遊
ぶ
―
プ
レ

ー
パ
ー
ク
に
は
道
具
が
い
っ
ぱ
い

謎
解
き
ゲ
ー
ム
の
解
答

用
紙
（
表
紙
）


